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『幽

蘭

集
』

の

後

摺

本

管
永

井

一

彰

寛
政
十

一
年
に
名
古
屋
の

桜
田
臥
央

に

よ
っ
て

世
に

出
さ
れ
た

『
幽
蘭
集
」

(半
紙
本
七
冊
)
は
、
芭
蕉

一
座
の
連
句
二
百
二
十
巻
余
を
収
め
本
格
的
な
芭
蕉

連
句
全
集
の
噛
矢
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
従
来
こ
の
書
に
対
す
る
評
価
は
余
り
高

く
な
く
、
芭
蕉
全
集
が
編
ま
れ
る
際
に
連
句
編
の
校
合
資
料
と
し
て
採
用
さ
れ
る

か
あ
る
い
は
初
出
連
句
の
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
し
か
し
、
こ
の

書
に
は
も

っ
と
関
心
が
向
け
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、

か

つ
て

『
滋
賀
大
國
文
」
十
五
号
の
拙
稿
に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
書
は

「軒
の
栗

の
巻
」
の
よ
う
な
極
め
て
興
味
あ
る
本

文
を
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
元
禄
二

年
お
く
の
ほ
そ
道
の
途
次
に
須
賀
川
で
成
立
し
た

「軒
の
栗
の
巻
」
は
、
初
稿
形

と
し
て
芭
蕉
自
筆
巻
が
、
ま
た
定
稿
形

と
し
て

『伊
達
衣
」
所
収
巻
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
『
幽
蘭
集
」

所
収
本
文
は
そ
の
中
間
形
態
を
持

つ
。

こ
れ
が
先
行
書
に

よ
る
混
合
本
文
で
な
い
こ
と
、
故
に
芭
蕉
の
連
句
添
削
を
考
え
る
際
極
め
て
興
味

を
引
く
資
料
で
あ
る
こ
と
は
前
記
拙
稿
中
に
触
れ
た
が
、
こ
れ
な
ど
は

『幽
蘭
集
」

が
専
ら
校
合
資
料
に
の
み

使
用
さ
れ
て

来
た
た
め
に
見
落
さ
れ
た
貴
重
な
資
料

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『幽
蘭
集
』

に
は
、

初
出
な
ら
ず
と
も
、

他
に
も

こ
う

い

っ
た
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で

『
幽
蘭
集
』
は
再

評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
再
評
価
の
目
を
向

け
る
に
際
し
、
こ
こ
に

一
つ
ふ
ま
え
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
幽
蘭

集
」
に
は
後
摺
訂
正
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
今
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
昭

和
三
十
七
年
刊
の

『
定
本
芭
蕉
大
成
」
連
句
編
貞
享
三
年
の
部
に
載
る

「市
の
梅

歌
仙
未
満
」
は
底
本
に

『
幽
蘭
集
」
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
六
句
目
の
校
異
に

捧
-

甲

(幽
蘭
集
初
刷
本
)

と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
既
に

『
幽
蘭
集
」
に
後
摺
訂
正
本
が
あ

る
こ
と
は
公
け
に
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
こ
の
問
題
に
は
さ

ほ
ど
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
の

よ
う
に
単
に
連
句
の
校
合
資
料
と
し
て

『
幽
蘭
集
」
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
よ

り
正
確
な
芭
蕉
連
旬
の
本
文
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
後
摺
本
に
お
け
る
本

文
訂
正
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
加
え
て
、
先
の
視
点
か

ら

『
幽
蘭
集
」
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
か
ら
に
は
こ
の
問
題
は
決
し
て
放
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に

『
幽
蘭
集
」
後
摺
訂
正
本
の
調
査
が

一
つ
の
課
題

と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
来
る
。

そ
こ
で
こ
の
稿
で
は
、

『幽
蘭
集
」
の
諸
本
を

整
理
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
後
摺
本
に
お
け
る
本
文
訂
正
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
基
き
、
訂
正
の
時
期
及
び
訂
正
の
根
拠
に
つ
い
て
些
か
の
推
測
を
述
べ
て

み
た
い
と
思
う
。

*国 文学研究室(1978年9月30日 受理)
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一
、

『
幽
蘭
集
」
の
諸
本

ま
ず
、
管
見
の

『
幽
蘭
集
」
諸
本
に

つ
き
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
よ
う
。
今
ま

で
に
所
在
を
確
認
し
得
た

『
幽
蘭
集
」

の
板
本
は
合
計
二
十
で
あ
る
。
本

の
大
き

さ
は
各
少

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
概
ね
半
紙
本
大
で
、
茶
色
表
紙
の
中
央
や
や
上

部
に
無
辺
題
答
　に
て

「幽
蘭
集

一
ー
七
」
と
あ
る
の
が
基
本
的
な
装
訂
で
あ
る
。

こ
の
二
十
の
板
本
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
基
準
に
よ

っ
て
、
表
1
の
よ
う
に
初

摺
本

・
後
摺
本

・
明
治
版
に
大
別
さ
れ
、
更
に
初
摺
本
は
四
種
に
、
後
摺
本
は
三

種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
板
木

は
初
摺

・
後
摺
と
も
か
わ
る
こ
と
は
な
く
、

従

っ
て
後
摺
本
の
本
文
訂
正
も
部
分
的
な
入
れ
木
な
ど
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
版
も
同

一
板
木
に
よ
る
摺
り
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に

は

一
部
明
ら
か
に
板
木
を
新
し
く
整
え
た
所
も
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
表
1
に
掲

げ
た
諸
板
本
の
う
ち
、
特
に
必
要
と
考

え
ら
れ
る
も

の
の
み
次
に
書
誌
を
記
す
。

*
初
摺
本
④

の
京
大
頴
原
文
庫
本

・
芭
蕉
文
庫

A
本

の
表
紙
は
他
本

と
異

な
り
浅
標
色

で
、

題
簸
も
左
肩

に
あ

る
。

た
だ
し
、
題

籏
は
無

辺
で
字
も
他
本
に
異
な
ら
ず

。

*
後
摺
本
①

に
属
す
る
大
阪
大
学
蔵
本

は
巻

】
～

七
を
合
冊
と
す
る

}
冊
本

で
、
前
表
紙
に

は
第

一
巻

の
前
表
紙

(
題
鑛

「
幽
蘭
集

一
」
)
を
用
ゆ
。

*
後
摺
本
①

に
属
す
る
都
立
日
比
谷
図
書
館
加
賀
文
庫
本
は
七
冊
本

で
あ
る
が
、
各
巻

の
表

紙

・
題
籏

は
後
補
。
ま
た
、
巻
六

・
七
は
初
摺
本
に
よ
る
写
本

で
、

各
巻
奥

に

「
弘
化

二
巳

年

初
冬
写
之

李
洞
」
「
弘
化

二
巳
年

初
冬
日

李

洞
写
之
」
の
奥
書
あ

り
。
ま
た
、
全

巻
奥

に
李
洞

の
蔵
書

印
あ
り
。

こ
の
加
賀
文
庫
本
に
よ
り
て
、

『幽
蘭
集
」
後
摺
本
出
版
は

弘
化

二
年
初
冬
よ
り
下
ら
ざ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

*
後
摺
本
③

の
大
阪
女
子
大
学

山
崎
文
庫
本
は
全
巻
全

丁
を
ば

ら
し
、
作
品

の
成
立
年
代

に

再
編

し
た

一
冊
本

。
後
補
朱
表
紙

に

「
照
餓
幽
蘭
集
全

」
と
墨
書
き
。

*
東
大
竹
冷
文
庫
本

は
明
治

二
十

二
年
刊
。
発
行
者

は
名
古
屋

の
梶
田
文
光
堂
勘
助

。
巻

一

～

三
を
ま
と
め

て
第

一
巻

と
し
巻

一
の
前
表
紙
を
用

い

(題
簸

「
幽
蘭
集

=

)
、
巻
四
～
七

を
ま
と
め
て
第

二
巻
と
し
巻

二
の
前
表
紙
を
用

い
る

(題
籏

「
幽
蘭
集

二
」
)
。

二
冊
本

。

*
大

谷
大
学
蔵
本
は
明
治

三
十
年
刊
。
東
都

万
巻
堂

の
発
行
。
水
色

の
表
紙

で
芭
蕉
葉

の
浮

き
出

し
紋
様
あ
り
。
無

辺
題
鑛
左
肩

「
芭
蕉
翁
俳
譜
全
集

一名
幽
蘭
集

一
-

七
」
。
七
冊
本
。

*
な
お
、

こ
れ
ら

の
板
本

の
他

に
、
伊
賀

の
芭
蕉
文
庫
に
は

『
幽
蘭
集
抜
書
」
と
題

し
た
後

摺
本

に
よ
る
抄
出
写
本

(全

一
冊
)
が
あ
る
が
、
奥
書
き
は
見
あ

た
ら
ず
、
筆
者
及
び
書
写

年
代

は
不
明

で
あ
る
。

で
は
初
摺

・
後
摺
は
何
を
基
準
に
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
の
目
安
は
見
返
し
と
刊
記
に
あ
る
。
図

一
を
参
照
さ
れ
た
い
。
上
段
が
初
摺

本
第

一
巻
の
見
返
し
、

下
段
が
同
じ
く

第
七
巻
の

刊
記
で
あ
る
。

見
返
し
に
は

「芭
蕉
翁

一
世
俳
譜
/
増
補
幽
蘭
集
全
部
七
冊
/

尾
藩
暮
雨
巷
臥
央

著
」
と

三
行

に
摺

っ
て
、
右
肩
に
は
直
径
輪
糎
の
円
い
朱
の
魁
星
印
、
左
下
に
は
縦
器
糎
横
器

糎
の
臥
央
の
朱
印
、
そ
れ
に
序
文
の
肩
に
縦
鎚
糎
横
揺
糎
の

「蓬
莱
」
と
読
む
こ

と
の
で
き
る
朱
印
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
刊
記
見
開
き
の
右
側
に
は

「寛
政
十

一
年
/
巳
未
晩
冬
日
/
暮
雨
巷
蔵
版
」
と
あ

っ
て
、
傍
に
縦
銘
横
麗
糎
の

「暮
雨

書
屋
」
の
朱
印
を
捺
し
、

見
開
き
左
側
に

「製
本
所
/
尾
州
名
護
屋
本
町
壼
丁
目
/

風
月
孫
助
」
と
あ
り
、
下
に
縦
横
と
も
M
糎
の

「風
月
堂
記
」
の
朱
印
が
認
め
ら

れ
る
。
い
ま
仮
に
こ
の
五
種
の
印
を
順
に
印
A
B
C
D
E
と
し
て
お
く
。
表
1
に

初
摺
本
と
し
て
掲
げ
た
本
は
基
本
的
に
こ
れ
ら
五
種
の
印
を
備
え
る
が
、
④
の
頴

原
文
庫
本
の
み
印
E
が
無
い
。
ま
た
、
雲
英
末
雄
氏
蔵
本
の
B
印
は
縦
横
と
も
%

糎

の
陰
刻
方
印
で
印
文
は

「暮
雨
巷
」
と
あ
り
、
他
本
と
や
や
異
な

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
記
せ
ば
、
D
印
は
寛
政
十
年
刊

『続
姑
射
文
庫
」
(臥
央
編
)
の
刊
記
に

も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
C
印
は

正
体
不
明
で
あ
る
が
、
『
続
姑
射
文
庫
」

及
び

文
政
元
年
刊

『
新
姑
射
文
庫
」
(暮
雨
巷
四
世
曽
洛
編
)
の
や
は
り

序
文
の

肩
に
も
見
え
る
も
の
で
、
暮
雨
巷
関
係
の
印
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
以
上

が
初
摺
本

の
見
返
し
及
び
刊
記
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
摺
本
に
な
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表1『 幽 蘭 集」 の 諸 本

表

墾
色

見

摺

り

返

(図一参照)

印

A

し

印

B

慶
璽

参
印
c

巻4

2(次オ

図
三
1

参

巻5

2人 ウ

図

三
II

登

刊

(図 一 、

印

D

二参照)

製
摺 本
り所

記

本
屋
印

一一

芭蕉 文庫B本

(分類 一 寛政11・12)
茶 0 0 0 0 (1} (1) 0 風月堂 E }

初

芭蕉 文庫C本

(寛 政11・13)
茶 O 0 0 O (2) (1) 0 同 上 E

＼

.ノ

②
雲英末雄氏蔵本

〈巻7欠 〉
茶 0 0 △ 0 (2) (1)

天 理B本

(わ ・189・63)
茶 O 0 0 0 (2) (2) O 風月堂 E

＼

3

摺
岩 瀬 文 庫 本 茶 0 0 0 0 (2) (2) 0 同 上 E

天 理C本 〈巻3欠 〉

(わ ・189・51)
茶 0 ○ O 0 (2)

(27

△
0 同 上 E

本

京大穎原文庫本 浅
糸票

0 0 0 0 (3) (1) 0 同 上 X 1
芭蕉 文庫A本

(寛政11.11)倦1.5.7欠 〉

浅繧 (3)

④

,墜
服部徳次郎氏蔵本 茶 X X X X (4) (3) X 風月堂 X

/

宮本三郎氏蔵本 茶 x X X X (4) (3) X 同 上 X

大阪大学蔵本 茶 X X X X (4) (3) X 同 上 X

国会図書館本 茶 X X X X (4) (3) X 同 上 X

0 後

摺

本

天 理D本 〈巻1・2欠 〉

(わ ・189・52)
茶 (4) (3) X 同 上 X

加 賀 文 庫 本 黄 X X X X (4) (3)

一一一一 一一 一
三重県立図書館本

茶 0 X X X (4) (3) X 風月堂 甲

＼

/

②
鶴舞図書館本 茶 X X X X (4) (3) X 同 上 甲

天 理A本

(わ ・189・50)
茶 X X X X (4) (3) X 同 上 乙

一}　

大阪女子大学
山崎文庫本

}}一

朱

一 ←}}一 一 一 }一}一 一

(4)

一"一 一}一

(3)

}　 　-

X

一

}丁 一 一

松 屋 丙 3

__一 一 一}一,一 一 一{　

東大竹冷文庫本

一 一　

茶 D

一

X X X (4) (3) X 梶 田
勘 助

X

＼ 「

/

明
治

界大谷大学蔵本 水
色

△ X X X (4) (3) X 万巻堂 X
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る
と
、
第

一
巻
見
返
し
の
摺
り
及
び
A
～
D
の
五
種
の
印
章
が

一
切
見
え
な
く
な

る
。

つ
ま
り
、
後
摺
本
に
は
第
七
巻
刊
記
の
左
右
見
開
き
の
摺
り
だ
け
が
残
る
こ

と
に
な
る
。
(た
だ
し
、

後
摺
本
②
に
属
す
る
三
重
県
立
図
書
館
本
の
み

見
返
し

の
摺
り
を
持

つ
。)
そ
し
て
、

こ
こ
に
特
に
注
意
す
べ
き
は
、

後
摺
本
の
中
で
も

摺
り
が
更
に
後
に
な
る
と
思
わ
れ
る
②
グ

ル
ー
プ
に
な
る
と
、
別
の
本
屋
が
か
ら

ん
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
ω
は
三
重

県
立
図
書
館
本

・
鶴
舞
図
書
館
本
の
刊
記
で
あ
る
が
、

「風
月
孫
助
」
の
傍
に
②

の
如
き

「製
本
所
/
本
町
拾
丁
目
/
松
屋
善
兵
衛
」
の
朱
印

(縦
舗
横
ω
糎
)
が

捺
し
て
あ
る
。
ま
た
、
天
理
A
本
に
は
そ
の
位
置
に
③
の
よ
う
な
別
種
の
松
屋
の

朱
印

(縦
臼
横
茄
糎
)
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
摺
本
の
最
終
版
と
見
ら
れ

(4)

(1)
砂

郎
ゲ

跳
製
頭
甥

 、圃い

鶏
署

耀
嚢
攣
灘

紮
.

鰍
澱
孫
助

(2)

る
③
の
山
崎
文
庫
本
に
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
本
に
あ

っ
た
刊
記

「製
本
所
尾
州

名
護
屋
本
町
宣
丁
目
風
月
孫
助
」

の
摺
り
が
全
面
的
に
削
除
さ
れ
、
図
二
四
の
よ
う

に
新
た
に
松
屋
の
名
が
刻
ま
れ
る
に
至
る
。
な
お
、
こ
の
山
崎
文
庫
本
は
本
文
の

摺
り
の
悪
さ
に
く
ら
べ
、
刊
記
の
刻
線
が
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
前
の

二
種
と
異
な

っ
た
松
屋
の
朱
印

(縦
横
と
も
M
糎
、
印
文

「松
華
堂
記
」
)
が
見

え
る
。
仮
に
こ
の
三
種
の
松
屋
印
を
、
順
に
甲
乙
丙
と
し
て
お
く
。

さ
て
、
以
上
が
管
見
に
入

っ
た

『
幽
蘭
集
」
板
本
の
概
略
で
あ
る
が
、
そ
の
刊

記
に
よ

っ
て
見
る
限
り
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。

つ
ま
り
、

『
幽
蘭

集
」
は
最
初
名
古
屋
本
町

一
丁
目
の
風
月
孫
助
か
ら
出
版
さ
れ
、
後
摺
本
も
①
グ

ル
ー
プ
は
同
じ
風
月
堂
か
ら
引
き
続
き
刊
行
さ
れ
た
が
、
②
グ

ル
ー
プ
に
な
る
と

(3)
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本
町
十
丁
目
の
松
屋
善
兵
衛
が
か
ら
ん

で
来
て
、

手
に
委
ね
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

二
、

『
幽
蘭
集
」
の
本
文
訂
正

最
終
的
に
そ
の
出
版
は
松
屋
の

最
初
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
幽
蘭
集
」
は
初
摺
本
か
ら

後
摺
本
に
移
る
際
に

本
文
に
大
幅
に
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、

そ
う
い
っ
た
本
文
訂
正
の
動
き
は
後
摺
本
に
至

っ
て
は
じ
め
て
出
て
来
た
も
の
で

は
な
く
、
わ
ず
か
二
例
で
は
あ
る
が
既
に
初
摺
本
の
中
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

該
当
箇
所
を
次
に
挙
げ
よ
う
。

引
起
す
霜
の
す

＼
き
や
朝
の
月

丈

草

柿
の
落
葉
を
さ
か
す
焚

つ
け

支

考

つ
き
に
待
狸
の
糞
を
し
る
し
に
て

は
せ
を

こ
れ
は
、
初
摺
本
の
中
で
も
摺
り
が
最
も
早
い
と
思
わ
れ
る
①
芭
蕉
文
庫
B
本

の
巻
四

・
二
十
丁
表

一
句
目
か
ら
三
句
目
ま
で
で
あ
る
。
図
三
1
ω
に
句
頭
の
部
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表
H

「
幽
蘭
集
」
後
摺
本

の
訂
正
箇
所

〈

注
>
1

最
上
段

の
○
印
は
訂
正
と
見
ら
れ
る
も

の

△
印

は
用
字

の
書

き
か
え

2

最
下
段

の
◎

印
は

『
金
蘭
集
』
に
よ

っ
て
訂
正
可
能
な
も

の

×
印

は
改
悪
と
見
ら
れ
る
も

の

?
印

は
何
れ
と
も
定
め
難

い
も

の

○OOO?xODOOOOOx?

丁数

 

74342 392927 27 16 13 713 12764

表裏

 

オオ ウ ウ オ ウ オ ウ オ ウオ ウ ウ ウ ウ

行数

 

373439963321332

句

形

右

後
摺

左

初
摺

〈
第

一

巻
V

り

花
蘇
馬
骨

の
霜
に
咲
か

へ
て

マ
ル
カ
ホ

三

平

マ
ル
カ
ホ

う
き
は
は
た
ち
を
越
る
三
年

賎

田
螺
わ
る
礒

の
わ
ら

へ
の
暖
か
に

帰

哀
れ
な
る
乗
物
焼

て
返
る
野
に

峡

信
濃
路
や
た

＼
ら

の
腹

の
春
さ
え
て

こ
ゑ

う

へ
も
な
く
鳩

の
群
立
千
木
さ
ひ
て

捧甲
に
を
ら
ん
す

＼
き

一
む
ら

弦

に

も

の

＼
ふ

の
弓
は
り
花
を
引
た

ハ
め

も

そ
れ

の
秋
す
な
る
手
打

の
く
や
し
く

て

や
り

つ
は
く
ら
に
短
冊

つ
け
て
は
な
し
け

り

〈
第

二

巻
〉

す

み

う
た
れ

て
帰
る
中

の
戸

の
み
す

良

ミ

狼

の
番

し
て
明
る
夏

の
月

　ナ
シ
　

尋

る
に
に
火
を
焚
付

る
家
も

な
しし

四
五
日

ハ
し
ま
鶏

の
音

に
な
れ
て

机

螢
を

つ
な
く
き
し

の
船
机

◎000000000

 

◎

△ × ○??○ △ × × × ×?xOxx?O

43 423834302624221717148874321

オ オ オ ウ ウ ウ ウ ウ ウ オ ウウ オ ウ オ ウ ウ オ

19367195 44321091985

ハ

平

つ
＼
ミ
翌
も
越

へ
き
花

の
容

の

御

た

つ
ね
に
我
宿
せ
ま
し
破
れ
か
や

し
雪
ふ
ら
ぬ
ま

つ
ハ
己
と
ふ
と
り
け
り

樵

か

山
そ
は
作

る
宮

の
ふ
き
か

へ

楽落
書

に
恋

し
き
君
か
名
も

あ
り
て

衣夜

く

の
し
り
目

に
鐘
を
恨
ら
ん

た

あ

の
髪
そ
り
に
来

る
か

い
た
は
し

等

寄
手
に
は

い
つ
と
も
な
け
に
歌

よ
ミ
て

井

(
作
者
)

一
竹

の

別
る

＼
雁
を
か

へ
す
琴

の
手の

め

谷
深
き
日
う
ら
は
花

の
木

目

の
ミ

〈
第

三

巻

〉
う

ら

座

敷

秋

風
に
莚
を
た
る

＼
も

の

＼
間
に

馬高
荷

に
は
さ
む
よ
も
き
た
ん
ほ
＼

暮

懐

に
手
を
あ
た

＼
む
る
冬

の
月

か
け

鑓
の
柄

に
立
す
か
り
た
る
は
な

の
く
れ

本

の

な
き

お
く

る
入
重
山
吹

に
犬

の
声

て

毛
藍
を

し
き
書
画

の
始

り

最日

ハ
何
時

そ
酔
さ

め
の
月

000

 

◎00GO00
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オ オ ウ ウ ウ オ オ ウ オウ オ オ オ オ オ オオ ウ ウ オ

52888328863132397874

橡

冬

至
の
縁
に
物
思
ひ
す

る

わ
た

早

筆
を

落

せ

ハ
追
書

い
た
す

と
け

日
和
く

に
雪
瞬

の
音潴

五
六
本
生
木

つ
け
た
る
渚

り

菜菊
を
蒔
な
り
と
寺

の
雇

人ま

人
も
弥
生

の
家
賃

た

＼
よ
る

く

早
稲

の
た
は
ら
に
ほ
め
て
か
り
豆

雰

小
袖

の
糊

の
こ
わ
き
う
す
綿

狭

菜

雨
気
付
笠

の
干
そ
り

の
し
め
り
合

〈
第

四

巻
〉

ね

夕
月
夜
岡

の
萱
手

の
御
殿
守

つ

は

つ
月
や
先
西
窓
を
は
か
す

ら
む

た
な

つ
る

下
樋

の
う

へ
に
葡
萄

か
さ
な
る

を

と
る

踊

の
音
淋
し
き
秋

の
数

な
ら
む

内

引
起
す
霜

の
す

＼
き
や
朝

の
月

つ
き

わ
な
に
待
狸

の
糞

を
し
る
し
に

て

呵

か

＼
け

て
か
ら
す
呼

る
堂

の
火

髭

の
ま
は
ら
に
白

う
な
る
と
し

(彫

り
残

し
)

畳
傘
包
む
夫
に
も
老

の
世
話
や

か
れ

口

経

一
几
も
し
ら
ぬ
斎

の
日へ

り

残
雪
舅
に
見
せ
む
里
か
く

れ

00000OOUOOO0000

xOxOOOO?D?DO△?× ○ ○ ○ ○

3431 28262636 343126206215 14141211101

ウ ウ ウ オ オオ ウ ウ オ ウ オ ウオ オ オ オ オ ウ ウ

3 516144384795926291

踏

修
行
者

の
跡
迷

ひ
た
る
峯

つ
た
ひ

い

維

子
/
・
迩
そ

こ
わ
ひ
事
な
き

稲

実

入
よ
き
岡
部

の
早
田
赤
ら
ミ
て

れ

籏
揚

て
水
田
も
く
も
る
人

の
声

た

つ

め
く

み
さ
す
六
田
の
柳
ほ
り
植

て

く
第

五

巻
V

あ

つ
め
て
廻
る
神
楽

米

花

の
春
ま

つ
落
札

か
作
大
夫

苗

六
か
し
き
名
字

に
長
き
名

を
呼

て

病

月
を
と
な
り
に
療
痴
を
聞

物

の

泣
て
酒

の
む
乗

の

ま

へ

馬

の

鈴
音

の
拍
子
に
乗

て

口
を
と
る

や
し

生
木
を
も

し

て
あ
た
る
冬

の
日

　ナ
シ
　

風
の
し
き
り
に
な
ら
す
も

の
＼
音

く
第

六

巻
V

澄

て
う

く

と
は
た
お
る
虫

の
声
踏

て

腰

咲

は
な
に

二
要

は
さ
む
無

足
人

は

こ
ふ

篠
竹
う
た
ふ
す

＼
は
き

の
か
せ

ヘ

ハ

ノ
さ
カ
り

花
を

か
さ
り
に
な
す
ひ
ち
ひ
さ
き

る

雪

の
ふ
す
ま
を
ま
く
る
は
る
風

つ
＼

語
出
し
萩
咲
秋
の
恋
し
さ
を

の
生

月
か
け
に
苞

の

海
鼠

の
下
る
な
り

OO
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ち
く
と
し
た
風
呂
敷
下

て
戸
を
拍

麦
新
そ
は

ハ
わ
さ
と
す

＼
め
ぬ
首
途
か
な

波

さ

ハ
ノ
＼
と
花

の
咲

よ
る
大
手
先

〈
第

七

巻
〉

よ

ミ

う
き
事

の
百
首
に
魚

の
名
を

書

て

窓

俳
譜
を
尋

て
は
な

の
実

に
入

あ
さ

い
た
か
の

つ
＼
み
あ
や

め
を
ら
す
な

る
葉

枯

草

に

い
よ

く

松

の
み
と

り
し
て

ほ

田
中

の
み
ち

の
と
な
り
く
れ
行

竹
鑓

の
葉

こ
し
に
な
ら
ふ
月

の
露

(脱

落
)

春先
嬉

し
野

ハ
て
ふ
鳥
に
な

つ
か
し
き

000◎ ◎ ◎

 

◎◎

訂
正
箇
所

計

82

う
ち

?×0

計 計 計

i7is47

計53b

 

分

の
み
掲
げ
て
お
い
た
が
、
こ
の
箇
所
は
次
の
初
摺
本
②
③
に
属
す
る
五
本
に
な

る
と
、
三
句
目
の
頭

「
つ
き
」

の
書
体

に
若
干
の
修
正
を
施
し
て
、
図
三
1
②
の

如
く

「
わ
な
」
と
改
め
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
初
摺
本
最
終
版
と
思
わ
れ
る
④
グ

ル

ー
プ

の
頴
原
文
庫
本

・
芭
蕉
文
庫
A
本

に
な
る
と
、
1
㈹
の
よ
う
に

「わ
な
に
」

の
書
体
が
改
め
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に

一
句
目
頭

「引
」
の
書
体
に
も
修
正
が
加

え
ら
れ
る
に
至
る
。
こ
の
部
分
は
後
摺
本
に
な
る
と
ゆ
の
よ
う
に
三
句
目
は
再
び

も
と
の
句
形
に
も
ど
さ
れ
、

一
句
目
の
句
末

「朝
の
月
」
は

「朝
の
内
」
と
訂
正

さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
図
三
1
の
ω
か
ら
ゆ
ま
で
字
高
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
写

真
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
図
三
の
∬
ω
は
初
摺
本
に
属
す
る
芭
蕉
文
庫
B
本

・
同
C
本

・
雲
英
末

雄
氏
蔵
本

・
頴
原
文
庫
本
の
巻
五

・
二
丁
裏
九
句
目
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
㈹
に

挙
げ
た
後
摺
本
の

「花
の
春
あ

つ
め
て
廻
る
神
楽
米
」
と
い
う
句
形
が
正
し
い
。

初
摺
本
は
こ
れ
を
誤
ま

っ
て
伝
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
初
摺
本
の
う
ち
岩
瀬

文
庫
本

・
天
理
B
本
は
②
の
よ
う
に
誤
ま
り
を
正
し
て
い
る
。
そ
の
訂
正
の
仕
方

は

「ま

つ
落
札
か
作
大
夫
」
と
あ
る
上
に

「あ

つ
め
て
廻
る
神
楽
米
」
と
別
に
摺

っ
た
紙
を
貼
り

つ
け
る
と
い
う
方
法
で
、
書
体
は
図
の
如
く
後
摺
形
⑧
に
全
く

一

致
す
る
。
か
よ
う
に
、
わ
ず
か
二
箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
本
文
訂
正
の
動
き
は
既

に
初
摺
本
の
段
階
で
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
初
摺
本
は
表
1
の
如

く
四
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
表
H
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
に
掲
げ
た
の
が
初
摺
本
の
最
終
版
で
あ

る
頴
原
文
庫
本
か
ら
後
摺
本
に
移
る
際
に
本
文
に
訂
正
が
施
さ
れ
た
箇
所
の
す

べ

て
で
あ
る
。
訂
正
箇
所
は
合
計
82
で
、
う
ち
文
字
通
り
訂
正
と
認
め
て
よ
い
も
の

が
計
47
箇
所
あ
る
が
、
改
悪
及
び
疑
問
の
箇
所
も
決
し
て
少
な
く
は
な
く
、
扱
い

に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
『
幽
蘭
集
」
初
摺

・
後
摺

の
何
れ
を
良
し
と
す
る
か
は

一
律
に
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
表
皿
の
訂

正
箇
所
を
踏
ま
え
た
上
で
場
合
に
応
じ
て
考
え
て
行
く
他
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

三
、
訂
正
の
時
期
及
び
訂
正
の
根
拠

さ
て
、
次
に
出
て
来
る
問
題
は
、
後
摺
本
の
訂
正
を
誰
が
い
つ
頃
何
に
基
い
て

行
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
訂
正
を
行
な
っ
た
人
物
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
こ
の

『
幽
蘭
集
」
は
も
と
も
と
暮
雨
巷
の
蔵
版
で
あ
り
本
文
見
直
し
の
動

き
は
早
く
か
ら
あ

っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
訂
正
が
極
め
て
細
か
い
部
分
に
ま
で
及
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
や
は
り
編
者
臥
央
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
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奈

る
。
と
す
る
と
、
臥
央
は
文
化
七
年
に
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『幽
蘭
集
」

の
訂
正
は
そ
れ
以
前
に
行
な
わ
れ
た
と
と
り
あ
え
ず
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
と
い
ま

一
つ
考
え
併
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
文
化
三
年
に
成
田
蒼
虹
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た

『金
蘭
集
」
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の

『
金
蘭
集
」
は

『
幽
蘭

集
」
に
継
ぐ
芭
蕉
連
句
全
集
で
あ
る
が
、

表
皿

巻
末
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
幽
蘭

集
」
後
摺
本
の
訂
正
箇
所
82
の
う
ち
実

に
53
箇
所
が

『金
蘭
集
」
に
よ

っ
て
訂
正

可
能
な
の
で
あ
る
。
『幽
蘭
集
」
本
文
訂
正
の
拠
り
所
は
定
か
で
な
い
も
の
が
少

な
く
な
い
。
そ
の
中
で
こ
の
数
字
は
単

な
る
偶
然
と
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
み
を
持

っ
て
い
る
。

そ
こ
で

考
え
ら
れ
る
の
が
、
『
幽
蘭
集
」
本
文
訂
正

の
参
考
資
料
と
し
て

『
金
蘭
集
」
が
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
逆
の
場
合
が
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な

い
。

つ
ま
り
、
『幽
蘭
集
」
後
摺
訂
正
本
が

文
化
三
年
以
前
に
出
て
い
て

『
金
蘭

集
」
が
そ
れ
を
参
考
に
し
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
る
の
は

や
は
り
不
自
然
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
う
。

元
禄
三
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

「引
き
起
す
霜
の
薄
や
朝
の
門
」
の
丈
草
発

句
に
よ
る
芭
蕉

一
座
の
六
吟
歌
仙
は
、

延
享
二
年
刊

『梅
日
記
」
(沽
耳
編
)
に

表
六
句
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
も

の
の
、
そ
の
全
貌
が
公
け
に
さ
れ
た
の
は

遅
く
、

寛
政
三
年
刊

『鵜
の
音
」
(馬
来
編
)
を
以

っ
て
初
出
と
す
る
。

と
こ
ろ

が
こ
の
巻
は
、
編
者
馬
来
が

「紙
魚
こ
ぼ
れ
て
文
字
か
す
か
な
れ

バ
句
意
を
誤
れ

る
こ
と
も
多
か
め
れ
ど
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
痛
み
が
ひ
ど
か

っ
た
ら
し
く
、
二

の
折
表
二
句
目
は
句
が

不
明
で
あ

っ
た

(『
鵜
の
音
」
に

こ
の
句

「此
所

一
句
失

本
ノ
マ
＼
」
と
す
)
。

次
に

こ
の
歌
仙
を
紹
介
す
る
の
が

『
幽
蘭
集
」
初
摺
本
で

あ
る
が
、

こ
の
句
は
や
は
り
不
明
の
ま
ま
彫
り
残
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
『幽

蘭
集
」
所
収
本
文
は

『
鵜
の
音
」
所
収
本
文
と
異
同
が
多
く
、
両
者

の
関
連
は
定

か
で
な
い
。

が
、

何
れ
に
せ
よ
、
『幽
蘭
集
」
初
摺
本
は
そ
の
句
が
不
明
だ

っ
た

か
ら
彫
り
残
し
た
と
い
う
事
実
は
動
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
次
に

こ
の
歌
仙
を
載
せ
る

『金
蘭
集
」
で
は
、
こ
の
句
は

「髭
の
ま
ば
ら
に
白
う
な
る

年
」
と
は
っ
き
り
記
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の

『
金
蘭
集
」
所
収
本
文
は
、
巻
頭
に

「聴
霜
堂
序
」
と
い
う
前
の
二
書
に
は
な
か

っ
た
詞
書
き
も
見
え
て
お
り
、
ど
う

や
ら
独
自
の
拠
り
所
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
こ
の
歌
仙
の
二
の
折
表
二
句
目
は

『
金
蘭
集
」
が
出
る
ま
で
不
明

で
あ

っ
た
。
そ
こ
で

『幽
蘭
集
」
後
摺
本
を
見
る
と
、
初
摺
で
は
彫
り
残
さ
れ
た

箇
所
に
新
た
に

「髭

の
ま
ば
ら
に
白
う
な
る
と
し
」
と
彫
り
込
ん
で
あ
る
。
そ
の

訂
正
の
根
拠
が

『
金
蘭
集
」
で
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
不
自
然
で
は
な

か
ろ
う
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
右
の
例

一
つ
を
見
て
も

『
幽
蘭
集
」
後

摺
本
か
ら

『
金
蘭
集
」

へ
と
い
う
流
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
、
右
に
挙
げ
た

歌
仙
に
は
二
の
折
表
二
句
目
以
外
に
も
発
句

・
第
三

・
二
の
折
表
三

・
四
句
目
に

『金
蘭
集
」
に
よ

っ
て
訂
正
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
か
よ
う
に
、

『幽
蘭
集
」
後
摺
本

の
本
文
訂
正
に
際
し

『金
蘭
集
」
が
参
考
資
料
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

従

っ
て
、

『
幽
蘭
集
」
後

摺
本

の
本
文
訂
正
は

『
金
蘭
集
」
の
刊
行
さ
れ
た
文
化
三
年
か
ら
臥
央
の
没
す
る

文
化
七
年
の
間
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
摺
訂
正
本
は
風
月
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
と

考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

四
、
風
月
孫
助
と
松
屋
善
兵
衛

で
は
最
後
に
、
如
上
の
推
論
を
補
強
す
る
た
め
に
風
月
堂
と
松
屋
と
い
う

『幽

蘭
集
」
に
関
わ

っ
た
両
書
騨
の
交
渉
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。
表
皿
は

『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
」
を
手
が
か
り
に
作
成
し
た
両
書
鐸
の
出
版
活

動
対
照
表
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

こ
の
表
に
取
り
挙
げ
た
書
に
つ
い
て
は
、
『
國

書
総
目
録
」
掲
載
数
を
目
標
と
し
同

一
書
を
で
き
る
だ
け
多
く
見
る
よ
う
に
心
掛

け
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
閲
覧
が
不
可
能
だ

っ
た
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、

『
國
書
総
目
録
」
に
紹
介
す
る
以
外
に
目
に
触
れ
た
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。



表
皿

風
月
堂
と
松
屋
の
出
版
活
動
対
照
表

㌔
明
和

安
永

天
明

寛
政

873元8754109876552911

 

享
和

元

文
化

文
政

天
保

弘
化

10765324311121343元21285

風

月

孫

助

△

薙
葉
集

△

姑
射
文
庫

△

七
種
花

△

た
て
の
な
ら
び

△

秋
の
日

陸
宣
公
全
集
釈
義

孝
女
曽
与
伝

本
草
正
々
講
刊
誤

00000000

 

史
記
律
書
暦
書
補
註
○

蒙
求
続
　

○

△

薙
葉
集

△

俳
譜
夢
之
躍

△

あ
さ
か
り

〔大
増
補
改
算
記
綱
目
大
全
〕
○

常
語
藪

○

△

松
の
炭

白
雲
館
詩
式

絵
本
工
夫
之
錦

○

△

続
姑
射
文
庫

○

都
往
来
並
千
字
文

都
往
来
国
尽

△

一
幽

蘭

集

一

戌
亥
遊
嚢

○

文
章
緒
論

永
慕
後
編

詩
礎
諺
解

00

松

屋

善

兵

衛

△

明
月
集

継
志
編

△

続
太
箸
集
初
篇

△

同

右

二
篇

△

沙
翁
発
句
集

一
金
蘭
集

刊

緑
竹
園
詩
集

○○000

く
ず
花

○

(甲

・
乙
)

一
△

み
の
む
し

[
暁
台
句
集
刊

一

一
臥

央

没

[
〔大
増
補
改
算
記
綱
目
大
全
〕

△

叩
善
集

△

上
元
集

△

四
季
三
番
里

△

酔
月
集

○

△

文
章
観
友
録

嚢
中
錦
心

雅
言
仮
字
格

玉
あ
ら
れ
論

玉
あ
ら
れ
論
辮

○

△

花
い
か
だ
集

弁
玉
あ
ら
れ
論

校
異
首
書
土
佐
日
記

同

右

○

△

歓
哀
集

雅
語
訳
解

○

般
若
心
経
諺
解

　 　 　 　 　 　
丙丙丙丙甲甲
))))))

((

丙 甲
))

 

(
乙

・
丙

)

(
乙

)

(
丙

)

〈
注
V

・
書
名

の
下

の
○
印
は
相
板

書
名

の
頭

の
△
印
は
俳
書

・
下
段

(

)
甲

乙
丙
は
図

二
の
松
屋
印
と
同

一
印
が
あ
る
こ
と
を
示
す

・
〔

〕
を
付
し
た
書

は

「
徳
川
時
代
出
版
者

出
版
物
集
覧
」

に
拠

る
も
原
本
未
見

終

卑
渾

Q

『
鐸
麩
認
」

"
課
煮

祠
◎う
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さ
て
、
こ
の
表
を

一
覧
し
て
す
ぐ
に
気
付
く
の
は
両
書
犀
が
出
版
活
動
を
行
な

っ
た
時
期
が
や
や
ず
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
和
年
間
か

ら
始
ま
る
風
月
堂
の
出
版
活
動
は

『
幽
蘭
集
」
を
出
し
た
あ
た
り
を
頂
点
と
し
て

文
化
初
年
に
な
る
と
急
速
な
衰
え
を
見

せ
る
の
に
対
し
、
松
屋
の
方
は
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
か
ら
盛
ん
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
出
版
活
動
を

行
な

っ
た
時
期
の
ず
れ
と
い
う
こ
と
も

あ

っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
意
外
な
こ
と
に
、

両
書
騨
は
同
じ
町
内
に
あ
り
な
が
ら
相

板
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な
い
。
で
は
、

そ
の
例
外
的
な
相
板
は

何
か
と
い
う
と

文
化
六
年
の

『
暁
台
句
集
」
(臥
央
編
、

士
朗
序

・
践
)
で
あ
る
。
こ
の
書
、
刊
記
は

「書
林
名
護
屋
本
町
】
丁
目
風
月
堂
孫

助
/
同
杉
之
町
吉
田
屋
惣
吉
/
同
本
町
+
丁
目
松
屋
善
兵
衛
」
と
あ
り
、

ま
た
右
三

書
難
に

「江
戸
書
林

湯
島
切
通
町
下
須

原
屋
文
五
郎
」
が
加
わ

っ
た
本
も
残
る
。

そ
れ
に
、
従
来
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
吉
田
屋
に
替
わ

っ
て

「本
町
七
丁
目
永

楽
屋
東
四
郎
」
が
加
わ

っ
た
名
古
屋
三
書
騨
版
も
あ
る

(た
だ
し
、
摺
り
は
後
に

な
ろ
う
)
。
管
見
の
範
囲
内
で
は
、
風
月
堂
と
松
屋
の
相
板
は
こ
の

『
暁
台
句
集
」

だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
寛
政
六
年
に
風

月
堂
が
他
の
本
屋
と
相
板
で
出
し
た

『大
増
補
改
算
記
綱
目
大
全
」
を
、
文
化
七

年
に
松
屋
が
再
刊
し
た
形
跡
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
『
幽
蘭
集
』

の
出
版
に
関
わ

っ
た
風
月
堂
と

松
屋
は
各
々
の

盛
衰

の
境
い
目
で
あ
る
文
化
六

・
七
年
頃
、
た

っ
た

一
度
だ
け
急
速
な
接
近
を
見
せ
て

い
る
。
『幽
蘭
集
」
の
後
摺
本
は
は
じ
め

風
月
堂
が
出
版
し
た
が
、

や
が
て
松
屋

が
か
ら
ん
で
来
て
最
終
的
に
そ
の
出
版
は
松
屋
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
と
先
に
述
べ

た
が
、
そ
の
時
期
は
こ
の
文
化
六

・
七
年
頃
を
お
い
て
他
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

表
皿
に
示
し
た
よ
う
に
、

管
見
の
範
囲
で
は

文
化
六
年
の

『
暁
台
句

集
」
以
後
文
政
三
年
の

『
明
月
集
』
に
至
る
間
、
風
月
堂
は
出
版
活
動
を
全
く
行

な

っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
推
測
さ
れ
る
の
は
、
文
化
六
年
頃
に
風
月
堂
の
存
在
を

根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
事
件
が
出
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
現
在
の
と
こ
ろ
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
家
業
の
急
速

な
衰
退
に
よ
り

『
幽
蘭
集
」
の
出
版
権
を
同
町
内
の
本
屋
に
譲

っ
た
と
い
う
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
表
1
に
後
摺
本
②
③
と
分
類
し
た
松
屋
が
か
ら
ん
だ

『
幽
蘭
集
」
が
文

化
七
年
以
降
に
出
回

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
う

一
つ
の
事
実
と
し
て
、
図
二

に
掲
げ
た
三
種

の
松
屋
朱
印
甲

・
乙

・
丙
が
文
化
十
年
以
後
松
屋
が
出
版
し
た
書

の
多
く
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

以
上
述

べ
て
き
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

寛
政
十

一
年
に
風
月
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た

『
幽
蘭
集
」
は
ご
く
早
い
時
期
か
ら

本
文
見
直
し
の
動
き
は
あ

っ
た
が
、
文
化
三
年
に

『
金
蘭
集
」
が
刊
行
さ
れ
る
に

及
び
、
そ
れ
を
参
考
資
料
と
し
て
臥
央
に
よ
っ
て
本
文
に
大
幅
に
訂
正
が
施
さ
れ

る
に
至

っ
た
。
そ
の
後
摺
訂
正
本
は
引
き
続
き
風
月
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
風

月
堂
の
急
速
な
衰
退
に
伴
な
い
、
文
化
六

・
七
年
頃
に
同
じ
町
内
の
松
屋
に
そ
の

出
版
権
が
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

推
測
を
絢
い
ま
ぜ
に
し
て
の
論
考
で
あ
る
が
、

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

先
学
諸
賢
の
御
叱
正
を
賜
わ
る

付
記

本
稿
は
昭
和
五
十
三
年
十
月
八
日
に
岐
阜
大
学
教
育
学
部
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十

回
俳
文
学
会
全
国
大
会
の
席
で
の
口
頭
研
究
発
表
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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Summary

AmongtheworksofMatsuoBasho(1644-1694)istheYuran-shucompiled

byGaointhellthyearofKansei,Edoera(1799).Itiswellknownasthe

completecollectionofhislinkedverses(Lenku).Ithasmanyaedition,one

ofwhichwasreprintedfrorntheoriginalusingthesameengravingblock

withslightemendations.ItiscoiledtheAtozuriedition,onwhichtheauthor

ofthisarticlemakesatextualresearch.


